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健康、安全教育の推進 ・
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・自他を愛し、素直で、誠意ある人の育成
・責任感強く、たくましく、勇気ある人の育成
・礼儀正しく、質実、清楚な人の育成

生徒の視点に立った分かる授業の展開に努めた。学校
評価ｱﾝｹｰﾄや全国学力学習状況ﾃｽﾄ等の結果からも成
果がうかがえる。
総合的な学習の時間には表現活動を重視し、GIGA端末
等を効果的に活用し授業を行った。
学年主任および支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰが各授業を巡回し困っ
ている生徒を積極的に見つけ出し学年職員等と共有する
とともに、入り込みによる支援を行った。
学校の全職員で評価評定の研修を行い教科や学年を超
えて信頼性妥当性等について検討した。

登校と同時に職員が生徒を見守り心身の状態を確認し、
連絡のない欠席生徒については、朝学活の時間までに
家庭 との連携を必ず行い生徒の安全確認等に務めた。
教育相談週間を設けｱﾝｹｰﾄと教育相談を行い、生徒理
解に重点をおき生徒指導等を行った。問題の未然防止に
もつながった。
道徳教育を充実させ、学年会等で授業を検討し全員が授
業を行った。道徳教育への職員の理解が深まった。
人権尊重教育の充実を図り、いち早くLGBTQの職員研
修と生徒向けの講演会等を行った。
生徒の主体性を生かした生徒会活動や行事運営を行っ
た。行事や生徒総会でも、生徒がGIGA端末を効果的に
使用することができた。

薬物乱用防止教室、健康教育の授業等を実施した。性に
関する講演会も行った。学校医の先生方との連携も深め
られた。
避難訓練、防災訓練を行った。雨天時にはDVD等による
学習も取り入れた。
校内の点検を定期的に行った。危険と思われる箇所があ
るが、大規模修繕工事と合わせて生徒の安全を第一に市
教委と対策について考える。
AED研修、アレルギー対応等について職員研修を行っ
た。

成 果 と 課 題

○基本的生活習慣の定着
○生徒指導の充実
○人権尊重教育の推進
○道徳教育の充実
○教育相談活動の定着化
○いじめや暴力は許さないという学校環境の構築

○健康・体力の向上
○自主的に健康な生活を実践することのできる
   資質や能力の育成
○安全に関する指導の充実
○学校敷地内における事故防止
○大規模修繕工事（第一期）の推進
〇給食のスムーズな運営

分かる授業の展開については各教科のよい取組や事
例を学校全体で共有し進めていきたい。
評価評定については、引き続き教科や学年を超えて
信頼性・妥当性について全職員で協議し確認する。
ｷｬﾘｱ在り方生き方教育、人権尊重教育を土台にして
総合・道徳・各教科の関連を意識した年間計画を作成
し、推進する。
支援教育を充実させ、困っている生徒を教員側から積
極的に見つけていき、個に応じた教科指導の工夫をし
ながら、早い段階から入り込みの授業を行う。

共通理解を図るために必ず全職員で生徒指導（生徒
理解）方針を確認する。夏季研修等でも生徒指導の
情報交換と支援教育に重点をおいた生徒指導やＬＧ
ＢＴＱ、授業力向上等の研修を実施する。
各学年で今年度行った道徳教育の取り組みを学校全
体で共有しさらに充実させる。
人権尊重教育を学校全体で推進し、教職員や生徒の
人権に関する意識をさらに高めていく。
生徒会活動や部活動、行事運営等で生徒が主体的
に考え活発な意見交換をしながら折り合いをつけるこ
とを学び、活躍の場を多く設定できるよう推進してい
く。

他機関と連携し、生徒が主体的に自分の心身の健康
状態を意識し考えられる講演会を企画する。
学校保健委員会の生徒の発表や学校全体のｱﾝｹｰﾄ
結果等について教職員や各家庭でも状況が把握でき
るよう発信していく。
大規模工事（第二期）が生徒や職員に負担なく、安全
に進められるよう市教委と調整する。
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○基礎的・基本的な知識・技能の定着
○個に応じた指導の推進
〇入り込みによる学習支援
○思考力・判断力・表現力を高める学習指導の
   充実と工夫
○進んで学習に取り組もうとする態度の育成

学 校 教 育 目 標

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 具 体 的 な 改 善 策

学　校　名

　川崎市立臨港中学校

校　長　名

迫田　しの

・基本的な生活習慣を身につける中で、自分の良さをみつけ、生活を向上させる力を育む
・互いの個性や特性を理解しあい、より良い人間関係を築いていく力を育む
・学習指導を充実させる中で、基礎・基本の定着を図り、「生きる力」を育む

今年度の重点目標

学校番号
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成 果 と 課 題評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 具 体 的 な 改 善 策
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家庭・地域から信頼され
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支援教育の体制づくり
登校支援

・

・

・

・

・

○登校支援のための居場所づくり
○支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、生徒指導
   担当、学年主任等との連携による生徒支援の
   推進

授業参観や学級懇談会を実施した。また月末に２日間の
学校公開日を設けて保護者に来校していただき、学校の
様子を見ていただいた。
体育祭等の学校行事は保護者や地域の方々に参観して
いただくことができた。
地域教育会議の支援によりコロナ後に新たな形で職場体
験学習ができた。
学校教育推進会議を開催し、地域の方や保護者、教員
に加えて生徒20名の参加により活発で充実した意見交換
ができた。
地域の行事に生徒と職員が参加できた。

・まずは生徒理解から始めるという教職員の意識と姿勢が授業を含めた学校全体によい影響を与え、学校
  評価ｱﾝｹｰﾄ結果等につながった。
・経験のある教員が経験の浅い教員を尊重しながら指導・助言する事が日常的にできていた。今後もこの
  協力体制と授業力等の向上を目指す体制を続けていきたい。
・後期に入り、代替教諭不足をはじめ、様々な問題が浮上したが、全職員が「生徒が不利益を被らない
 ように」を合言葉に対応してきた。特に学年等の分担を超えた全員体制で対応できたことは大きい。
・年度の途中で授業の入り込み等が一部できなくなってしまった。来年度も個に応じた支援 を行い、
 特別支援教育を含む学校全体の支援教育のさらなる充実を目指し、学習で困っている生徒への
 支援や不登校生徒への支援につなげたい。

学校運営のまとめ

・学校評価ｱﾝｹｰﾄ結果（数値）は満足できるものだと思う。さらに90％→100％を
 目標にしてほしい。授業も落ち着いている。特に3年生英語が全国平均を上回
  った事は画期的なことである。
・生徒、教職員ともに努力をしっかりとしていると感じた。部活動や生徒会活動、
  行事にも熱心だと感じる。次回は別の生徒の意見も直接聞いてみたい。
・学校全体が落ち着いている。生徒も学校生活が楽しいと90％が感じている。
  ただし、楽しくないと思っている生徒が１割いるので、全員が楽しめるように
  生徒の皆さんと先生方で工夫してほしい。
・生徒が仲間を大切にして良い雰囲気で学校生活を送れていると感じる。これ
  を継続していくことが大切で、大変なことである。頑張って続けてもらいたい。
  これからの臨港中学校の評価につながっていくので。

○生徒の健全育成に向けた学校・家庭・地域との
   信頼関係・協力関係の推進
○学校評価・学校教育推進会議の充実と活用
○地域教育会議との連携

週1回の主任会の場で困っている生徒（学習面、人間関
係、いじめを訴えている、家庭で困りを抱えている、体調
不良等）の情報を共有し、可能な支援について協議・検
討し、実践した。
別室の体制について生徒ごとに適切な運営を検討し、利
用する生徒と保護者には運営の説明とメリット、デメリット
等について説明を行った。

学 校 関 係 者 の評 価

月末２日間の学校公開日を継続して、学校の様子や
授業等を公開していく。
ホームページの更新、学校だよりや学年だよりの定期
発行を引き続き行う。
ミマモルメの使用について（現在は重要で、かつ緊急
性のある連絡のみに使用しているが学校からの連絡
全般に使用するか等）協議・検討する。
コロナ後の地域とのつながりを大切にしながら、学校
教育推進会議をさらに充実させ、ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙの立
ち上げにつなげていく。

今年度と同様に主任会を行い、そのメンバーを中心に
学校全体での個々の生徒への支援方法や実際の対
応を検討する。
別室の体制については１年を通して行えるように教員
配置をしていく。
引き続き、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、生徒指導担当、支援ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ、学年主任等が連携し、早い段階でも生徒支援
を充実させていく。
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